
Introduction Foundation
事業基盤の強化に向けたCSR DataなどMessage from 

President & CEO Corporate GovernancePerformance
カンパニーからの報告

Sekisui Chemical Integrated Report 2017 16
Contents

INPUTS OUTCOMES

社是
“3S精神”

グループ
ビジョン

経営
戦略

ケ
ミ
カ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

住
・
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
創
造

加工
高精度成形 機能付与

自然・生命
生物活用 ライフサイエンス

素材
樹脂設計 反応制御

コ
ー
ポ
レ
ー
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
ト

R&D
統制

住宅

環境・
ライフライン

高機能
プラスチックス

融合

製造、販売

融合

財務資本
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中間膜
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機能性シート

FFU

建材
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リフォーム

新築住宅積水化学グループの事業プロセス

3つのカンパニーとコーポレートによる事業活動3つのカンパニーとコーポレートによる事業活動

現在現在 未来未来開発の時間軸開発の時間軸開発の時間軸開発の時間軸

住生活

エネルギーエネルギー

新素材・
新材料

積水化学グループが中長期にわたり持続的な成長を遂げていくための具体的な
取り組みである中期経営計画について、収益目標、財務戦略などをご説明します。

Strategy
Strategy

経営戦略
2017年度にスタートした中期経営計画の目標、
戦略の全体像などについて説明しています。さ
らに、計画に関連して、資本政策、投資、株主還
元などの財務戦略についても説明しています。
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営業利益の推移 2009年度-2013年度
GS21-SHINKA!

2014年度-2016年度
SHINKA!-Advance 2016

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16
中期計画

FY16

（億円）

ROE（%）

営業利益率（％）

高機能プラスチックスカンパニー
住宅カンパニー
環境・ライフラインカンパニー
その他

4.24.2

3.53.5

6.96.9
8.18.1 7.87.8

9.49.4
10.910.9 10.910.9 11.311.3

10.010.0

5.45.4 5.75.7 5.85.8
7.47.4 7.77.7 8.28.2

9.19.1
8.08.0

Strategy

前中期経営計画の総括

前中期経営計画「SHINKA!-Advance 2016」の総括
前中期経営計画「SHINKA!-Advance	2016」（2014

～2016年度）では、収益拡大が進み、営業利益は計画こそ
未達でしたが、4期連続の最高益更新となりました。また、
純利益とROEに関しては計画を超過して達成することがで
きました。なお、成長事業に位置付けたGrowing	8事業※

の売上伸長が不足した結果、売上高の目標は未達となりま
した。

※ Growing 8事業： リフォーム、住資産マネジメント（以上、住宅カンパニー）、インフ
ラストック、機能性材料（以上、環境・ライフラインカンパニー）、機能インフラ材料、
環境快適材料、モバイル材料、検査薬システム（以上、高機能プラスチックスカン
パニー）

前中期経営計画（2016年度）目標 2016年度実績

業績

営業利益	 １,０００億円
売上高	 １２,５００億円
純利益	 ５６０億円
ROE	 １０％

営業利益	 965億円
売上高	 １０,６58億円
純利益	 609億円
ROE	 １１．3％
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コアビジネス • Growing	8	年成長10%
• ビジネスモデル変革

• Ｇｒｏｗｉｎｇ	８	年成長4％
• 構造改革進展

フロンティア • 成長事業への昇格
• ビジネスモデル構築

• 事業化、構築に遅れ
		（売上貢献は次期以降）

グローバル • 海外売上高	3,300億円 • 海外売上高	2,518億円
		（構造改革影響を跳ね返せず）

CSR-SHINKA • グループ全体への	ＣＳＲ経営展開・浸透 • 展開、浸透は道半ば
• ガバナンス強化着手
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中期経営計画「SHIFT 2019 -Fusion-」

中期経営計画「SHIFT 2019 -Fusion-」

質的転換量的成長
継続的な収益性改善、有望分野への資源配分により、

営業利益率10％以上を目指す

未来への成長投資 と たゆまぬ構造改革

高機能プラスチックス

住宅

環境・ライフライン

4戦略分野の戦略設備投資、M&A

ボリュームゾーン攻略新商品の投入

高付加価値製品の生産能力増強、
海外でのパートナー戦略強化

高機能プラスチックス

住宅

環境・ライフライン

生産再編による収益力向上

サプライチェーン全体のコスト革新

生産体制の最適化

新次元の成長 目標

＋

S Sustainable E/S/G視点で持続可能な経営基盤構築

H Human resources 事業を支える多様な従業員が活躍

I Innovation 際立つ技術と品質で新製品・新事業創出

F Frontier 新分野・新エリア・新用途を開拓

T Transformation 収益力を強化し強靭な事業構造を構築

基本方針：成長の質のSHIFT

基本戦略

“経営基盤”の強化

中期経営計画「SHIFT	2019	-Fusion-」（2017～2019
年度）では、未来への成長投資によって収益性を伴った売上
成長を目指す「量的成長」とたゆまぬ構造改革によって営業
利益率10%以上を目指す「質的転換」を両立し、新次元の
成長を目指していきます。

適切な数多くの伸びしろをとらえ、
収益性を伴った売上成長を目指す

※為替前提
ドル

100円
ユーロ
113円

2016年度実績 2019年度中期計画※

売上高 10,658億円 12,000億円

営業利益 965億円 1,200億円

営業利益率 9.1% 10%

純利益 609億円 750億円

ROE 11.3% 12%

海外売上高 2,518億円 3,000億円

国内売上高 8,139億円 9,000億円

“３つの取組み”
「融合-Fusion-」による加速

• 技術の融合
• 機会の融合
• リソースの融合
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戦略全体像中期経営計画

中期経営計画「SHIFT	2019	 -Fusion-」では、グループ
ビジョンの考え方をベースに、新たな事業の枠組みを設定
し、「収益力強化」「イノベーション」「フロンティア開拓」の3
つの取り組みを中心に、成長エンジンとなるスター事業を拡
大していきます。

くらし&環境貢献

モノづくり／技術開発

経営基盤サステナブルS 人材活躍H

＝市場開拓可能性

社是

際
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ち

＝
競
争
優
位
性

※2016年度例

構造改革

用途・エリア開発

際立ちブラッシュアップ

成長エンジン
※半導体材料、住宅、機能材…

存在感ある
スター事業を
数多く創出

※高機能膜、機能性シート、検査薬…

※国内汎用品事業… ※機能樹脂、成型材料、不動産…

新規事業 新規事業

収
益
力
強
化

T

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

I

フロンティア開拓F

リ
ソ
ー
ス
の
融
合

技
術
の
融
合

機会の融合

リボーン ポテンシャル

ホープ スター

•  M&A等 
潜在的 
パートナー 
との融合

•  戦略投資 
拡大

グループビジョン※

経営戦略

※ 積水化学グループは、際立つ技
術と品質により、「住・社会のイ
ンフラ創造」と「ケミカルソリュー
ション」のフロンティアを開拓し続
け、世界のひとびとのくらしと地
球環境の向上に貢献します。

育成・創造テーマ

中期経営計画「SHIFT 2019 -Fusion-」
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３つの取組みによるスター事業の創出・拡大中期経営計画

収益力強化

T

ホープ

リボーン

スター

ポテンシャル

スター化

スター化

育成・創造テーマ
新規事業

F

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓

イノベーション

I

成長・拡大

５つの成長領域で10を超えるスター事業群を形成

住宅

★検査薬システム
　衛材用接着剤

★:2016年時点でのスター事業

半導体材料
ＦＰＤ材料

★高機能中間膜
★高機能発泡体
★機能性シート

★耐火材料
　機能材料
　金属代替管材
★プラントシステム
　高機能容器など

新築住宅
リフォーム

中期経営計画「SHIFT	2019	-Fusion-」では、計画最終年度となる2019年度時点で、
5つの成長領域で10を超えるスター事業群形成を目指します。

住社会インフラ材料 モビリティ材料 エレクトロニクス材料 ライフサイエンス材料・
システム

くらし&環境貢献

際
立
ち

中期経営計画「SHIFT 2019 -Fusion-」

住・社会インフラ創造 ケミカルソリューション
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融合中期経営計画

中期経営計画「SHIFT	2019	 -Fusion-」における成長は、既存事業の成長とともに、
“融合”をテーマにした取り組みで既存事業のさらなる成長と新規事業（育成・創造テー
マ）の推進を加速することで、達成していく考えです。

20以上の融合テーマに取り組み、増分を創出する

カンパニー間融合例

環境・ライフライン 高機能プラスチックス

航空機メーカー

機能性シート
（現在）航空機座席材料

フォーム

技術の融合
•	柔軟性
•	断熱性など

機会の融合

高性能内装材

育成・創造テーマ（新事業） 既存事業

イノベーション

フロンティア開拓

収益力強化

融合
協創

住社会基盤、産業素材革新、環境エネルギー領域で新規事業を創出する

車載用：性能向上、ユーザー実証

定置用：住宅向け実績拡大

ビジネスモデル検討・検証

バーチャルパワープラント実証実験

用途拡大性能・生産技術向上
ユーザー実証実験

土木・建築・輸送分野などへ順次展開

積水化学グループの技術・製品を結集した「まち」の提案

事業化

上市

上市

一部
上市

一部
上市

開発テーマの代表例 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度～

フィルム型リチウムイオン電池
（住宅×コーポレート×
社外電機メーカー）

まちづくりプロジェクト
（住宅×環境LL×高機能P×
コーポレート）

熱可塑CFRP
（環境LL×コーポレート）

フィルム型太陽電池	
（色素増感型）
（コーポレート×先進ユーザー候補）

タウンエネルギー
マネジメントシステム
（住宅×コーポレート）

※高機能P：高機能プラスチックスカンパニー、環境LL：環境・ライフラインカンパニー

中期経営計画「SHIFT 2019 -Fusion-」
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現預金・有利子負債とD/Eレシオの推移

FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15

1,0991,099

437437

FY16

（億円）

D/Eレシオ（倍）
有利子負債（億円）
現金および預金（億円）

0.260.26

0.400.40 0.390.39 0.370.37 0.360.36

0.280.28
0.210.21

0.120.12 0.100.10 0.080.08

2014-2016年度実績

獲得キャッシュ

※斜線は2014-2016年度中期経営計画

使途

2017-2019年度中期計画

獲得キャッシュ

使途

営業CF 2,474

営業CF 3,000

M&A 1,300 通常投資 880戦略設備投資
環境貢献投資 120700

戦略投資 1,081 通常投資 804

投資合計 3,000

投資合計 1,884

戦略投資 2,000

営業CF 2,500超

通常投資 800
戦略投資 1,000

成長に向けた投資 資本政策
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財務戦略

財務戦略
中期経営計画「SHIFT	2019	-Fusion-」では、財務健全性を維持しながらも積極投資を実行していく方針です。こ

のために、戦略投資を倍増し、M&A投資枠を新設。新たに環境貢献枠を設けるなど多方面から成長に向けた投資を
行います。一方で、配当、自己株式取得などを通じて積極的かつ安定的な株主還元を維持していく方針としています。

戦略投資を倍増し、M&A投資枠を新設。環境貢献投資枠を新たに設定 財務健全性を維持しながら、資金需要に応じて借入も活用し、積極投資
• 戦略投資：「スター」、「スター候補」、「育成・創造」へ集中
• M&A：5つの成長領域を中心
• 環境貢献投資：温暖化対策、省エネ効果目指し、売上高比0.3%超を投資
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FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15

株主還元実績
（億円）

116116
236236 281281 302302

412412
530530 567567 609609

00 2222
5353

4545
7878

00
8888

100100
104104

150150

127127

168168

138138

FY16

164164

155155

当期純利益
自己株式取得
配当

4242

株主還元

財務戦略

中期経営計画「SHIFT	2019	-Fusion-」でも、積極的かつ安定的な株主還元を維持

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16
一株当たり当期純利益 22.13円 44.92円 53.96円 58.53円 80.13円 104.73円 115.08円 126.13円
一株当たり配当 10円 13円 15円 18円 23円 27円 30円 35円
配当性向 45.2% 28.9% 27.8% 30.8% 28.7% 25.8% 26.1% 27.7%
自己株式取得（億円） 0 22 45 0 100 150 168 164
総還元性向※ 45.2% 38.1% 43.5% 30.8% 52.9% 54.0% 55.5% 54.5%
ROE 3.5% 6.9% 8.1% 7.8% 9.4% 10.9% 10.9% 11.3%
DOE 1.6% 2.0% 2.3% 2.4% 2.7% 2.8% 2.9% 3.2%
自己株式消却（万株） 700 1,200 1,000 0

※総還元性向＝（自己株式取得額＋配当総額）÷当期純利益

今中期計画の
コミットメント

•  配当性向： 
30％を目途

•  DOE：3%程度 
を確保

•   弾力的な 
自己株式取得

財務戦略

Strategy




